手話で介護　『見える言葉』　伝わる気持ち

2008年11月19日

　介護で大切なのは高齢者とのコミュニケーションだ。だが、耳が遠い高齢者との会話は大声になり、互いの気持ちがささくれることも。そこで“見る言葉”手話で、意思と気持ちを伝える試みが始まっている。　（飯田克志）

　「手話は目で見て分かる言葉なので、互いに意思が通じやすい。介護は大変なことがいっぱいあるけれど、気持ちが通じ合っていると、つらさも半減する」

　手話通訳者鈴木隆子さん（４５）＝東京都町田市＝は祖母を二年間介護した経験から、手話を使う意義を、こう説明する。

　鈴木さんは今秋出版された、介護での活用を提案する「サポート手話」（ＵＤジャパン）で、手話を監修。祖母と交わした毎日の会話を書き出し、日常の会話や介護でよく使う百五十の言葉を選び出した。

　手話は難しいという印象があるが、鈴木さんは「手話の経験がない方が多いと思うので、手話を文章としてでなく、『おいしい』や『うれしい』といった単語を、声に出しながら使えばいい」と助言する。

　相手が手話を分かっていないと通じないように思えるが、「赤ちゃんが、お母さんの語りかけで、言葉を覚えるように、毎日の会話で一緒に手話を使って、少しずつ理解してもらえばいい」と言う。

　都内で勤務するホームヘルパーの女性（４６）は「いつも食事のとき、ぽんぽんとほおを軽くたたく手話と一緒に『おいしい？』と声を掛けていたら、お年寄りが『おいしい』の手話をして応えてくれた」と話す。

　名古屋市の手話通訳者近藤禎子さん（６４）は、手話を活用した「シニアサイン」の講座を開き、本も出版している。介護などに生かそうと提案している。シニアサインは使いやすいように、手話を簡略化したり、身ぶりを取り入れたりしている。

　例えば、手話で「こんにちは」は、「昼」「あいさつ」と二種類の手話で表すが、シニアサインは「あいさつ」の手話だけ。近藤さんは「昼間に『あいさつ』すれば、それは『こんにちは』。だから『あいさつ』の手話だけでいいんでは、と考えた」と説明する。

　認知症で耳も遠くなり、話さなくなっていた高齢者が、近藤さんがシニアサインをしながら語りかけると「表情が現れ、ＯＫとか手で丸とかしてくれるようになった。相手の感情を呼び起こし、思いを伝えようとする気持ちを促すためにも使ってほしい」と強調する。

　二人とも、突発性難聴など「聞き取りにくさ」を抱えた中高年や、舌がんなどで発話できなくなった人たちの会話にも役立つと指摘する。近藤さんは「聞こえないことで会話を避け、寂しい思いをしている人もいる。お互いのコミュニケーションが豊かになっていってほしい」と話している。

　　　◇

　二十五日午後七時から、ＪＲ東京駅前の丸善丸の内本店で、鈴木さんがセミナー「手話で気持ち伝わる介護」を開く。参加費無料。先着百五十人（要予約）。問い合わせは同店＝電０３・５２８８・８８８１。

